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ただいま紹介にあずかりました小金井市地域自立支援協議会委員の□□です。 

 

早速、小金井市の障害者差別解消条例についての報告をしたいと思います。 
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まずこれまでの経過をお伝えします。 

 

皆さまもご存じのとおり、小金井市障害者差別解消条例は平成２８年障害者差別解

消法が施行されるにあたりまして、小金井市における障害者差別解消条例を策定しよ

うと、平成２７年５月に、地域自立支援協議会にて発議されました。 

それから、平成２７年１２月の障害者週間イベントでは、差別解消法に関してのシ

ンポジウムをおこない、平成２８年１２月の障害者週間イベントでも「共生(きょう

せい)の小金井市条例案（仮称）の構想」ということで、シンポジウムを行い、当事者

の方や会場の皆様からのご意見をいただきました。 

また、今年の３月には、意見交換会を２回行い、皆様から様々な意見をいただきま

した。 

 

 その後も地域自立支援協議会ではさらに協議を続けていきながら、１０月には自立

支援協議会案として、皆様のご協力のもと、ご意見を盛り込んだ条例の原案を小金井

市に提出した次第です。 

しかしながら、市から提示された本条例案は、自立支援協議会の条例案どおりとは

なっておらず、自立支援協議会といたしましても、誠に遺憾に感じているところです。 

とは言え、この間、条例につきまして協議を続けてきた自立支援協議会としまして、

皆様に対し説明すべきであると考えますため、素案とはなりますが、条文の順を追っ

て説明いたしたいと思います。 

 

 なお、本日の資料につきましては「しょうがい」の漢字を法律表記の仕方に従い、

すべて漢字で表記しております。悪しからず、ご了承ください。 

また、この条例案が確定した条例案ではない事についてはご了承いただきたく思い

ます。 
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それでは、まず、前文からご説明いたします。 

 

 法律における前文には通常、その法律の理念を強調し、制定の趣旨や目的、基本原

則を述べる文章が書かれています。 

 

 小金井市の差別解消条例も例にもれず、制定の趣旨や目的を述べる文章が書かれて

おります。 

 

 まず、前文の前半では障がい者差別の現状、そしてそれを解消していくためには障

がいや障がいのある人への理解の重要性や配慮について「学ぶ」事が大切であること

をうたっています。 
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 また、前文の後半部分においては、国際連合における条約の採択から、日本おける

障害者差別解消法の施行について書かれております。 

 

 あるべき小金井市の実現を目指し、「障害のある人もない人も等しく、基本的人権

を有する個人としてその尊厳が重んじられ、相互に尊重し合いながら、共に学び、共

に生きる小金井市」を実現するために制定するとうたっています。 
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では、続きまして、第１条から説明いたします。 

 

 第１条はこの条例の目的を定めています。 

 

 障害者差別解消法の趣旨から障がい者に対する理解を深め、差別をなくすための取

組に関して 

 

 ⑴ 基本理念を定めること 

 ⑵ 小金井市の責務を明らかにすること 

 ⑶ 小金井市民や事業者などの責務を明らかにすること 

 ⑷ 差別をなくすための取組の施策に関して基本となる事項を定めること 

 

によって障がい者への差別解消についての施策を総合的に推進していくことで、みん

なが安心して暮らせる社会を実現することを目的としています。 
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 第２条です。 

 

第２条はこの条例における用語定義をしています。 

 

 ⑴ 障がい者 

 ⑵ 合理的な配慮 

 ⑶ 差別 

 ⑷ 共生社会 

 

 の定義となります。 

 

特に 

 ⑶の「差別」の定義については 

「正当な理由なく、障害を理由として、障害者でない者の取扱いと比べて不当な取

扱いをし、又はしようとすること、及び合理的な配慮をしないことをいう。」 

としています。 

 

また、 

⑷の「共生社会」の定義については 

 「差別を解消し、障害者と障害者でない者とが分け隔てられることなく、相互に人

格と個性を尊重し合いながら、地域の中で共に手を取り合い安心して暮らすことので

きる社会をいう。」 

としています。 
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第３条は基本理念です。 

 

障がいのある方に対する差別をなくすための取組を行うにあたっての理念が書か

れています。 

 

 第１項は、基本的人権の尊厳にふさわしい生活が保障される権利を有することを前

提として行われること。 

 

 第２項は、障がい及び障がいのある方に対する理解を広げる取組と不可分のものと

して行われること。 

 

 第３項は、様々な立場の市民や事業者がそれぞれの立場を理解して、相互に協力し

て行われること。 

 

 として障がいのある方に対する差別をなくすための取組を行わなければならない

としています。 
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第４条・第５条につきましては、それぞれ市の責務、市民の責務を定めています。 

 

第４条は市の責務として基本理念にのっとりつつ、その他の法令との調和も図りな

がら、「差別の解消の推進に関して必要な施策を策定し、及び実施しなければならな

い」という義務規定となっています。 

 

第５条は市民及び事業者の責務として、「差別の解消の推進に寄与する施策に協力

するよう努めなければならない」という事で、努力規定としています。 
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続いて第６条・第７条です。 

 

 ここでは、差別の禁止と虐待の禁止をうたっています。 

 

第６条は差別の禁止の条文です。 

 

第２条第３号に定義している差別を禁止するとともに、「社会的障壁の除去」の「実

施に伴う負担が過重でないとき」は、「その実施について必要かつ合理的な配慮をし

なければならない」としています。 

 

第７条は虐待の禁止の条文です。 

虐待は差別と表裏一体の関係にあるとして虐待の禁止についての条文を定めてあ

ります。 
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では第８条です。 

 

 第８条では「社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮」とは何かを

例示列挙しています。 

 

 また第１項では「市は」としているとおり、市が行う際には「しなければならない」

という義務規定でうたわれています。 
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第８条の例示列挙の続きおよび第２項となります。 

 

「社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮」について、第２項では

「市民及び事業者」として、市民及び事業者が行う際には「努めなければならない」

という努力規定でうたわれています。 
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ここで、合理的な配慮とはどんな事例があるのかを上げさせていただきます。 

 

たとえば、「公共施設を利用したいのだが、車イスを使っているため出入口の段差

を乗り越えることができないので、職員に手伝ってほしい。」というときには・・・ 

 

公共施設が、市の施設であり、市の職員が働いていれば、その職員にとっては合理

的な配慮をすることは義務規定となります。 

 

 合理的な配慮をしているとされるのは 

 職員が段差を乗り越える手伝いをしたり、段差に携帯スロープをかけるなどのこ

とです。 

 

 逆に、不当な差別的取扱いをしているとされるのは 

 正当な理由なく、公共施設の利用を拒むようなことをすることです。 
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 もう一つ事例を上げさせていただくと、 

 

「申込手続を行うときに、視覚障害があるため自筆では書類に記入することができな

いので、店員に代筆してほしい。」 

 

この場合は、店員となるため、市民や事業者となります。そのため合理的な配慮をす

ることは努力規定となります。 

 

 合理的な配慮をしているとされるのは 

 本人の意向を確認しながら店員が代筆することです。 

 

 

  逆に不当な差別的取扱いをしているとされるのは 

  正当な理由なく、申込みを拒むようなことをすることです。 
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 それでは第９条、第１０条です。 

 

 第９条は相互理解の促進について、第１０条は教育についての規定が書かれていま

す。どちらも共生社会の実現に向けて、相互理解や教育の重要性から独立した条文と

して書かれています。 

 

 第９条は市が障がい及び障がいのある方に対する理解を深めるよう、普及啓発など

の必要な措置を講ずるとした規定となっています。 

 

また、第１０条第２項では「市は、幼児、児童、生徒が障害及び障害者に関する正

しい知識を持つための教育が行われるよう必要な措置を講ずるよう努める」とした規

定としています。 
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第１１条から第１５条は特定相談・助言又はあっせん・対象事案の調査・勧告など、

「障害を理由とする差別に関する相談」があった場合にどのような救済方法があるの

かなどが規定されています。 

 

 詳しくは次の図で紹介します。 
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 まずは一番左側になりますが、ご本人や家族などから「障害を理由とする差別に関

する相談」が相談支援事業所に寄せられます。 

 

 その後、解決に向けた話し合いにより解決ができればよいのですが、そうならない

場合には、調整委員会として地域自立支援協議会に本人やご家族または関係機関など

が助言又はあっせんの申し立てができます。 

 

 自立支援協議会ではあっせんの申し立てがあった場合に、当該事案の調査のために、

調査をすることができます。 

 

 ここで地域自立支援協議会により助言やあっせんがあり、事案が解決されればよい

のですが、解決されない場合には、地域自立支援協議会から、市長に対して勧告の要

請ができます。 

 

この勧告の要請あった場合、市長は差別をしたと認められる者が、正当な理由なく

当該助言やあっせんに従わないとき、適当であると判断した場合には、当該助言又は

あっせんに従うよう市長から勧告することができるようになっています。 
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最後の条文となりますが、第１６条、そして付則です。 

 

第１６条は委任の規定として、条例の施行について必要な事項は別に定めるという

条文です。 

 

また、付則についてですが施行する日と見直しを３年を目途にすることをうたって

います。 

 

 条例本文の内容についての紹介は以上です。 
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 条例については、地域自立支援協議会が提出した案どおりとはなっていないことが、

誠に遺憾ではありますが条例の内容についての紹介をさせていただきました。 

 

 さて、なぜ、このような条例案であっても自立支援協議会が皆様に説明したのかと

いう事ですが、 

 

まずはすこしでも早く、条例を制定・公布し、障がいのある人にも、ない人にも、

広く周知・啓発を促し、「共に学び、共に生きる社会」の実現に向けたスタートを切っ

ていきたいこと。 

 

さらには、制定して終わりではなく、むしろ、これからまた、社会情勢の推移など

を勘案しながら、見直しできるよう考えていくこと。 

 

の方が大切であると考えています。 

 

 条例の制定について、一挙にはすべてが満足のいくものとはならなくとも、少しず

つの積み重ねであっても、 

障がいのある方もない方も、市民の皆さんが「共に学び、共に生きる社会」の大切

さをよりよくわかっていただけるよう、これからも地域自立支援協議会は障がい者の

差別解消に向けて、鋭意、努力を重ねていきたいと思っています。 
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 皆様、長時間でのご報告となりましたが、ご清聴、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


